
事業の進捗及び今後の予定について
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1.第1回協議会以降の取り組み
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• 第1回協議会以降に実施した取り組みは以下のフロー図に示すとおり。

• 導入可能性エリア（案）の抽出が遅れたため、いくつかの取り組みは第2回協
議会後に延期することとした。

第1回協議会
(R4.9.26)

候補エリア

第2回協議会
(R4.12.22)

導入可能性
エリア(案)

第3回協議会
(R5.2(予定))

導入可能性
エリア

鳥類の生息状況
調査(秋季)

先進地との
意見交換会

導入可能性
エリア案の検討※

第1回協議会以降に実施した取り組み

発電事業者との
意見交換

先行利用者
との個別調整

景観の
現地視察会

地域住民との
意見交換会

今後実施予定の取り組み

実施時期を
延期した項目

※ 検討の各段階で長崎県や地先漁協等の関係機関
と協議･調整を行い、意見を把握しながら実施し
た。



2.取り組み内容とその結果
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2-1.導入可能性エリア案の検討

導入可能性エリア（案）

関
係
機
関
と
の
協
議①候補エリアの見直し

②沿岸域のエリア追加

③先行利用者との協議結果の反映

導入可能性エリア(案)の抽出に向けた検討

• 候補エリアは、いずれ
も漁場利用が活発であ
り依然として多くの課
題が残されている。

• 「地元の海」との認識が一般
的な共同漁業権範囲内も含め
て検討しなければ、他地域の
理解を得ることは困難。

• 一般海域には、他地域の利害関係者が多数存在しており、
調整が非常に困難。

導入可能性エリア(案)の抽出に際しての課題

■ 当該海域の特性に起因
する課題

■ 他地域との調整に係る課題

• これまでの検討の中
で、明らかになった
課題の解決を図ると
ともに、関係機関と
の協議を並行して実
施。

• 検討の結果抽出され
た候補海域を、環境
や先行利用への影響、
事業性の観点から総
合的に判断し、導入
可能性エリア(案)を
抽出した。

• 詳細は、資料3に示す。



2-2.鳥類の生息状況調査 資料1

• 海鳥を対象にした調査（船上センサス調査）と渡り鳥を対象にした調査（定点
調査）を実施。

• 調査は、繁殖期（春季）と非繁殖期（秋季）の2季実施した。

候補エリア①

候補エリア②

候補エリア③
St.1

St.2

St.3

St.4

St.4‘

※ St.4への瀬渡しが中止の
場合はSt.4‘で調査

※ 補足調査はSt.2‘で実施

St.2’

■ 調査概要

【船上センサス調査】

【定点調査】
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2-2.鳥類の生息状況調査 資料1

• 海鳥のうち、オオミズナギドリは繁殖期・非繁殖期とも壱岐島周辺で広く確認
され、重要種カンムリウミスズメは繁殖期のみ壱岐島東部・南部で確認された。

• これら海鳥の飛翔高度は最高で10ｍであり、設置が見込まれる風車ブレード高
さ（26ｍ）未満がほとんどであった。

⇒事業実施段階では、候補海域の利用状況や繁殖地との移動を把握し、必要に応
じて保全措置が検討されることが望ましい。

■ 船上センサス調査の結果

ウミネコ

カツオドリ

カモメ属の一種

ハイタカ

セグロカモメ

その他(8種)

ヒヨドリ

オオミズナギドリ

ミヤマガラス

オオミズナギドリ

カンムリウミスズメ

アカエリヒレアシシギ

トビ

ハシボソミズナギドリ

ツバメ

その他(4種)

【春季（繁殖期）調査】 【秋季（非繁殖期）調査】
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2-2.鳥類の生息状況調査 資料1

• 春季・秋季とも、北西～西から壱岐島に飛来し、島の東部・南部から九州本島
へと南に飛去する傾向がみられた。

• 高度を記録した421例中、277例（65.8％）が、想定する風車ブレードの高度
（海面から26～200m）を飛翔していた。

⇒事業実施段階では、候補海域の渡り鳥の飛翔について詳細を把握し、必要に応
じて保全措置が検討されることが望ましい。

■ 定点調査の結果

【春季調査】

p.5

【秋季調査】



2-3.先進地との意見交換会 資料1

• 協議会構成員及び壱岐市地先漁協に所属する漁業関係者にお集りいただき、洋
上風力発電の先進地である銚子市及びその関係者（銚子市漁業協同組合、発電
事業者、商工会議所）と意見交換会を実施した（令和4年11月2日）。

• 具体的には、銚子市において促進区域指定までにどのような合意形成が行われ
てきたかご説明いただいた後、壱岐市と銚子市間で質疑応答が行われた。

概要 壱岐市側からの質問 銚子市側からの回答

洋上風力発電によ
る経済への波及効
果について

これまでの風力発電の導入により新
たに創出された産業や観光資源等は
あるのか。また、今後洋上風力発電
事業が実現した場合、経済へどのよ
うな波及効果が見込まれるか。

地域新電力会社の設立により、若干
名ではあるが、新たな雇用が創出さ
れた。また、今後事業が実現した場
合には、観光資源、景観資源として
の活用ができるのではないかと期待
している。

促進区域内での漁
業について

促進区域内では漁業が実施されてい
るのか。

当該海域では、曳縄漁、延縄漁が行
われている。風車建設後も安全の確
保を前提として、一定の条件下で漁
業操業ができるよう検討している。

漁業者との合意形
成について

漁業関係者の賛同は得られているの
か。

賛同を得ている。合意形成までには、
漁協内にある漁業種別の部会で幾度
も協議が行われ、漁業活動に極力影
響のない場所を選定した経緯がある。

【主な質疑応答の内容(1)】
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2-3.先進地との意見交換会
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概要 壱岐市側からの質問 銚子市側からの回答

海運への影響 事業によるレーダーへの影響は明ら
かになっているのか。

実証事業による検証では、顕著な影
響はないとの結論に至った。また、
実証機近隣を航行する船舶からも、
現段階ではレーダへの影響について
は報告されていない。

県との連携につい
て

銚子市では千葉県とどのように連携
して事業を推進してきたのか。

漁業関係者が最も重要なステークホ
ルダーの1つであるという認識を共有
し、早期の段階から連携を図ってき
た。

合意形成に要した
期間について

利害関係者との合意形成にはどの程
度の期間を要したのか。

およそ1年程度であったと記憶してい
る。月に2～3回程度の事業者との協
議を経て、比較的短期間で合意形成
に至った。銚子市では、先行して実
証事業が実施されていたため、関係
者との協議･調整が比較的円滑に進ん
だと認識している。

【主な質疑応答の内容(2)】



3.今後の予定
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• 本年度中の導入可能性エリア抽出を本事業の最終目標として以下の取り組みを
進める。

• 抽出された導入可能性エリア及び実証事業の実施に向けた調整結果は、第3回
協議会（令和5年2月中旬実施予定）に諮り、ご協議いただく予定。

地域住民との
意見交換会

実施時期 令和5年1月上旬～中旬

会 場 市内の公共施設2箇所程度（会場ごとに1回ずつ開催予定）

内 容 地域住民の皆様にお集りいただき、壱岐市及び他地域（洋上風
力発電先進地）の関係者様と、シンポジウム形式で洋上風力発
電に関する意見交換を行う。

先行利用者との
個別調整

実施時期 令和5年1月

内 容 導入可能性エリア(案)を基に、当該海域を先行利用する利害関
係者と導入可能性エリア抽出に向けた条件や意向について協議
を行う。

発電事業者との
意見交換

実施時期 令和4年12月下旬～令和5年1月中旬

内 容 壱岐市周辺海域にて事業実施を検討している発電事業者に対し
て導入可能性エリア(案)を提示し、事業性の観点から意見のヒ
アリングを行う。

【第3回協議会までに実施する予定の取り組み内容(1)】



3.今後の予定
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景観の
現地視察会

実施時期 令和5年1月上旬～下旬

視察場所 導入可能性エリアを望む主要な眺望点（2地点程度を想定）

内 容 地域にて観光業に携わる事業者の皆様にご参加いただき、洋上
風力発電導入に伴う、主要な眺望点からの景観の変化の程度を
ARを用いてご確認いただく。

【現地視察会のイメージ】 【AR画像のイメージ】

【第3回協議会までに実施する予定の取り組み内容(2)】

①1名がARを操作

②AR映像を大画面に投影

③参加者は大画面
で景観の変化の
程度を確認


